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「
国
語
教
育
研
究
」
第
六
十
一
号
（
令
和
二
年
三
月
刊
）

一　

研
究
の
背
景
と
目
的

　

本
研
究
は
、
広
島
大
学
教
育
学
研
究
科
の
開
講
す
る
「
教
科
教
育
学
の
実
践

的
展
開
」「
教
科
教
育
学
の
実
践
的
検
証
」
に
お
い
て
、
広
島
大
学
大
学
院
教
育

学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
の
高
橋
龍
之
介
と
西
村
栄
哉
に
よ
っ
て
行
っ
た
、
国

語
科
と
理
科
の
教
科
融
合
的
な
学
習
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。

　

研
究
の
発
端
と
な
っ
た
事
に
、
平
成
二
十
九
・
三
十
年
改
訂
学
習
指
導
要
領

（
以
下
、
新
学
習
指
導
要
領
）
に
示
さ
れ
る
、「
見
方
・
考
え
方
」
が
あ
る
。
新

学
習
指
導
要
領
に
よ
る
と
、「
見
方
・
考
え
方
」
と
は
、「
深
い
学
び
」
の
鍵
で

あ
り
、「「
ど
の
よ
う
な
視
点
で
物
事
を
捉
え
、
ど
の
よ
う
な
考
え
方
で
思
考
し

て
い
く
の
か
」
と
い
う
そ
の
教
科
等
な
ら
で
は
の
物
事
を
捉
え
る
視
点
や
考
え

方
」
で
あ
る
と
同
時
に
、「
各
教
科
等
を
学
ぶ
本
質
的
な
意
義
の
中
核
を
な
す
も

の
で
あ
り
、
教
科
等
の
学
習
と
社
会
を
つ
な
ぐ
も
の（₁
）」
と
さ
れ
る
。
国
語
科
の

「
見
方
・
考
え
方
」
と
は
、「
言
葉
に
よ
る
見
方
・
考
え
方
」
で
あ
り
、「
自
分
の

思
い
や
考
え
を
深
め
る
た
め
、
対
象
と
言
葉
、
言
葉
と
言
葉
の
関
係
を
、
言
葉

の
意
味
、
働
き
、
使
い
方
等
に
着
目
し
て
捉
え
、
そ
の
関
係
性
を
問
い
直
し
て

意
味
付
け
る
こ
と（₂
）」
と
さ
れ
、
理
科
の
「
見
方
・
考
え
方
」
と
は
、「
自
然
の
事

物
・
現
象
を
、
質
的
・
量
的
な
関
係
や
時
間
的
・
空
間
的
な
関
係
な
ど
の
科
学

的
な
視
点
で
捉
え
、
比
較
し
た
り
、
関
係
付
け
た
り
す
る
な
ど
の
科
学
的
に
探

究
す
る
方
法
を
用
い
て
考
え
る
こ
と（₃
）」
と
さ
れ
る
。

　

つ
ま
り
、
両
科
目
の
「
見
方
・
考
え
方
」
と
は
、
国
語
科
で
は
、
対
象
で
あ

る
内
容
と
言
葉
、
言
葉
同
士
の
関
係
を
、
言
葉
の
働
き
や
使
い
方
と
い
う
、
レ

ト
リ
ッ
ク
や
論
理
構
造
に
従
っ
て
捉
え
、
検
討
す
る
こ
と
で
あ
り
、
理
科
で
は
、

日
常
的
な
現
象
を
、
科
学
的
な
知
識
を
踏
ま
え
て
解
釈
し
、
科
学
的
な
方
法
を

用
い
て
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
。

　

以
上
、
両
科
目
の
「
見
方
・
考
え
方
」
を
比
較
し
た
際
、
あ
る
対
象
を
そ
の

科
目
の
知
識
を
持
っ
て
捉
え
、
自
分
自
身
で
検
証
す
る
、
つ
ま
り
、
対
象
を
批

判
的
に
検
証
す
る
点
で
一
致
が
見
ら
れ
る
。
加
え
て
、
国
語
科
で
は
論
理
構
造

を
問
題
と
し
、
理
科
で
は
科
学
的
な
方
法
を
問
題
と
し
て
い
る
た
め
、
あ
る
対

象
に
つ
い
て
考
え
る
際
の
「
方
法
」
を
問
題
と
し
て
い
る
点
も
一
致
す
る
。
更

に
、
国
語
科
の
教
材
に
は
、
科
学
に
関
わ
る
評
論
文
が
見
ら
れ
、
教
材
で
も
両

科
目
に
親
和
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、
本
研
究
で
は
、
国
語
科
と
理
科
の
教
科
融
合
的
な
学
習

批
判
的
思
考
を
中
心
と
し
た
教
科
融
合
的
な
学
習
の
研
究

︱
︱「
論
証
」「
評
価
読
み
」「
科
学
に
対
す
る
見
方
・
考
え
方
」
を
足
掛
か
り
に
し
て
︱
︱

高

　橋

　龍
之
介
・
西

　村

　栄

　哉
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を
、
批
判
的
思
考
や
両
科
目
の
「
方
法
」
に
関
わ
る
知
識
で
あ
る
論
証
等
の
理

論
を
踏
ま
え
て
実
践
し
、
特
に
国
語
科
の
視
点
か
ら
、
批
判
的
思
考
に
関
す
る

学
習
の
価
値
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二　

授
業
の
背
景
と
な
る
理
論

（
一
）
批
判
的
思
考
に
関
す
る
理
論

　

両
科
目
を
つ
な
ぐ
概
念
と
し
て
、
批
判
的
思
考
が
考
え
ら
れ
る
。
批
判
的
思

考
に
関
す
る
研
究
と
し
て
樋
口
直
宏
（
二
〇
一
三
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
樋
口
は
、

批
判
的
思
考
に
関
し
て
、「
自
ら
の
判
断
、
事
実
や
意
見
の
分
析
、
筋
道
立
っ
た

手
続
き
と
い
っ
た
特
徴
を
持
つ
思
考（₄
）」
と
定
義
し
、
こ
う
し
た
思
考
の
育
成
が

求
め
ら
れ
る
背
景
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
四
点
に
整
理
し

て
い
る（₅
）。

　

す
な
わ
ち
、
第
一
に
児
童
生
徒
が
「
考
え
る
」
こ
と
を
放
棄
し
、
結
果
に
至

る
過
程
を
踏
ま
え
な
い
点
、
第
二
に
児
童
生
徒
は
問
題
の
解
答
を
求
め
る
も
の

の
、
自
分
で
問
題
提
起
し
た
り
思
考
し
た
り
し
な
い
点
、
第
三
に
、
児
童
生
徒

は
結
論
や
意
見
に
対
す
る
理
由
や
意
味
を
考
え
ず
、
論
理
を
踏
ま
え
な
い
点
、

第
四
に
、
児
童
生
徒
は
結
論
に
よ
っ
て
判
断
し
、
過
程
を
踏
ま
え
な
い
た
め
、

尤
も
ら
し
い
意
見
を
信
じ
て
し
ま
う
点
、
で
あ
る
。
こ
う
し
た
、
樋
口
の
問
題

意
識
は
、
一
章
で
整
理
し
た
「
見
方
・
考
え
方
」
と
、
自
身
で
思
考
す
る
こ
と

を
重
視
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
や
、
思
考
の
過
程
を
重
視
し
て
い
る
点
で
一
致

し
て
い
る
。
樋
口
の
問
題
意
識
を
国
語
科
に
当
て
は
め
る
と
、
文
中
か
ら
自
ら

問
い
を
立
て
て
解
決
し
、
そ
の
解
決
に
当
た
っ
て
は
、
文
章
の
内
容
や
論
理
を

検
討
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
理
科
に
当
て
は
め
る
と
、
あ
る
事
象
を
問

い
と
し
て
捉
え
、
科
学
的
な
方
法
を
用
い
て
検
討
し
、
解
決
す
る
、
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
従
っ
て
、「
見
方
・
考
え
方
」
を
発
揮
さ
せ
る
授
業
に
は
、
批
判
的

思
考
が
必
要
に
な
る
と
い
え
る
。

　

こ
う
し
た
批
判
的
思
考
の
内
実
に
つ
い
て
、
樋
口
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

論
理
学
の
批
判
的
思
考
教
育
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
本
研
究
に
関

わ
る
も
の
と
し
て
、
ト
ゥ
ー
ル
ミ
ン
の
議
論
分
析
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ト
ゥ
ー
ル

ミ
ン
の
議
論
分
析
の
特
徴
に
つ
い
て
、
樋
口
は
「
デ
ー
タ
か
ら
理
由
を
も
と
に

主
張
を
導
く
だ
け
で
な
く
、
理
由
の
裏
づ
け
お
よ
び
反
証
と
限
定
に
よ
っ
て
条

件
を
限
定
し
た
点
」
と
し
、「（
前
略
：
筆
者
）
日
常
生
活
に
お
け
る
意
味
や
内

容
に
つ
い
て
も
扱
い
、
言
葉
だ
け
で
実
態
が
目
の
前
に
な
い
情
報
を
正
し
く
見

極
め
、
論
理
の
矛
盾
を
見
つ
け
る
（
後
略
：
筆
者
）」
と
い
う
思
考
が
育
成
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
と
位
置
付
け
る（₆
）。

　

ト
ゥ
ー
ル
ミ
ン
の
議
論
モ
デ
ル
の
構
成
要
素
は
、
主
張
、
根
拠
、
論
拠
、
理

由
、
限
定
、
反
証
、
裏
づ
け
の
六
要
素
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
評
論
文
教
材
の

分
析
に
お
い
て
も
有
用
で
あ
る
と
同
時
に
、
後
述
す
る
科
学
に
関
わ
る
問
題
に

向
き
合
う
際
に
も
必
要
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
研
究
で
は
、
ト
ゥ
ー
ル
ミ
ン
の

モ
デ
ル
の
枠
組
み
に
従
っ
て
、
論
理
、
論
証
を
捉
え
る
。

（
二
）
両
科
目
に
お
け
る
論
証

　

本
研
究
で
は
、
ト
ゥ
ー
ル
ミ
ン
の
モ
デ
ル
の
う
ち
、
特
に
主
要
な
要
素
で
あ

る
、
主
張
、
根
拠
、
論
拠
を
取
り
上
げ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
要
素
は
、
鈴
木

（
二
〇
〇
七
）
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る（₇
）。

「
主
張
（claim

）」：
議
論
の
結
論
（conclusion

）
を
指
す
。
主
張
は
単
独

の
議
論
と
し
て
も
成
立
す
る
し
、
根
拠
や
論
拠
を
必
要
と
し
な
い
場
合
も
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多
い
。
強
い
反
対
意
見
が
あ
る
場
合
は
、
根
拠
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

「
根
拠
（data

）」：
主
張
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
証
拠
資
料
（evidence

）
を
指

す
。
主
張
の
裏
付
け
を
示
す
。

「
論
拠
（w

arrant
）」：
証
拠
資
料
が
何
故
主
張
に
結
び
つ
く
か
説
明
す
る
理

由
づ
け
（reasoning
）
を
指
す
。
日
常
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
意

識
さ
れ
に
く
い
。

　

国
語
科
の
学
習
で
は
、
こ
れ
ら
の
構
成
要
素
を
踏
ま
え
て
、
評
論
文
の
論
理

構
造
等
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
対
象
と
言
葉
、
言
葉
と
言
葉
の
関
係
を
、

言
葉
の
意
味
、
働
き
、
使
い
方
等
に
着
目
し
て
捉
え
」
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
る
。

　

科
学
教
育
に
お
い
て
論
証
を
取
り
入
れ
る
意
義
に
つ
い
て
は
、
科
学
的
に
論

証
を
構
築
す
る
能
力
を
重
視
す
る
立
場
だ
け
で
な
く
、
科
学
す
る
文
化
の
構
築

や
そ
こ
に
生
き
る
市
民
と
し
て
の
資
質
育
成
を
重
視
す
る
立
場
も
存
在
す
る（₈
）。

前
者
の
立
場
は
、
観
察
実
験
等
に
お
い
て
、
方
法
や
デ
ー
タ
を
示
す
な
ど
、
科

学
の
手
続
き
に
従
っ
て
論
証
を
構
築
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
立
場
で
あ
る
。
後

者
の
立
場
は
、
あ
る
科
学
的
主
張
を
発
信
し
た
り
、
科
学
的
主
張
を
批
判
的
に

捉
え
た
り
す
る
に
は
、
説
得
的
な
論
理
を
用
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

る
立
場
で
あ
る
。
本
研
究
で
は
、
後
者
の
立
場
に
立
っ
て
論
証
を
位
置
づ
け
て

い
る
。
こ
れ
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
本
研
究
に
お
い
て
取
り
扱
う
科
学
の
学

習
課
題
が
、
ト
ラ
ン
ス
・
サ
イ
エ
ン
ス
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

（
三
）
両
科
目
で
扱
う
学
習
課
題

　

本
研
究
で
設
定
し
た
学
習
課
題
は
、
ト
ラ
ン
ス
・
サ
イ
エ
ン
ス
に
関
す
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
西
村
の
次
の
よ
う
な
問
題
意
識
が
あ
る
。

　

西
村
の
問
題
意
識
は
、
科
学
の
関
連
す
る
現
代
的
な
課
題
に
は
、
科
学
の
確

立
し
て
き
た
知
識
の
み
で
は
解
決
で
き
な
い
問
題
が
存
在
し
、
こ
れ
に
向
き
合

う
た
め
に
は
、
科
学
の
確
立
し
て
き
た
知
識
の
み
で
は
な
く
、
科
学
に
対
す
る

認
識
ま
で
も
視
野
に
入
れ
た
理
科
教
育
が
必
要
と
な
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
学
習
を
支
え
る
概
念
と
し
て
、N

ature of Science

（
以
下
、N

O
S

と
略
記
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
、N

O
S

の
中
で
も
特
に
、
暫
定
性
と
社
会
性

を
取
り
扱
う
。
暫
定
性
と
は
、「
科
学
的
知
識
は
、
新
し
い
デ
ー
タ
の
発
見
や
理

論
の
変
更
が
起
こ
っ
た
場
合
に
、
更
新
さ
れ
得
る
性
質
を
持
つ
。」
と
い
う
考
え

方
で
あ
り
、
社
会
性
と
は
、「
科
学
を
理
論
的
体
系
と
し
て
で
は
な
く
、
科
学
者

集
団
の
社
会
的
営
為
と
し
て
捉
え
、
社
会
と
の
相
互
作
用
も
視
野
に
入
れ
る
。」

と
い
う
考
え
方
で
あ
る（₉
）。

　

単
純
に
回
答
が
生
ま
れ
な
い
、
科
学
に
関
連
す
る
現
代
的
な
課
題
に
答
え
さ

せ
る
中
で
、
自
身
の
意
見
を
持
た
せ
、
そ
れ
を
筋
道
立
っ
て
述
べ
る
批
判
的
思

考
を
働
か
せ
る
こ
と
を
狙
い
た
い
。
加
え
て
、
二
節
で
述
べ
た
こ
と
と
関
連
し

て
、
本
研
究
で
は
、
単
に
自
身
の
意
見
を
述
べ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
意
見
を

広
く
受
け
入
れ
て
も
ら
う
た
め
に
ど
う
い
っ
た
工
夫
を
必
要
と
す
る
か
ま
で
を

考
え
さ
せ
た
い
。

　

こ
う
し
た
、
他
者
を
説
得
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
国
語
科
に
お
い
て
も
、
重

視
さ
れ
て
き
た
。
説
明
的
文
章
の
読
み
の
教
育
に
目
を
向
け
て
も
、
西
郷
竹
彦

（
一
九
七
八（₁₀
））
の
「「
説
得
の
論
法
」
の
読
み
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
筆
者
の

説
得
の
構
造
に
目
を
向
け
る
指
導
は
重
視
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

本
研
究
で
は
、
批
判
的
思
考
に
関
連
し
、
読
み
手
を
想
定
す
る
書
き
手
に
目

を
向
け
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
点
を
考
慮
し
て
、
国
語
科
の
批
判
的
な
読
み

の
先
行
研
究
で
あ
る
、
森
田
信
義
の
「
評
価
読
み
」
を
取
り
入
れ
る
。
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森
田
（
二
〇
一
一
）
に
は
、「
評
価
読
み
」
に
つ
い
て
、「「
確
認
読
み
」
を
踏

ま
え
て
、
そ
れ
ら
が
、
ど
の
よ
う
な
価
値
や
問
題
を
含
ん
で
い
る
か
（
つ
ま
り
、

ど
の
よ
う
な
美
点
、
妥
当
性
や
問
題
を
抱
え
て
い
る
か
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
、

そ
れ
ら
の
問
題
は
解
決
し
、
美
点
は
生
か
さ
れ
る
の
か
）
を
考
慮
し
、
実
践
し
、

実
践
に
活
か
す
行
為（₁₁
）。」
と
整
理
さ
れ
る
。
ま
た
、
加
え
て
評
価
す
る
筆
者
の
工

夫
と
は
、
森
田
（
一
九
八
九
）
に
お
い
て
、「
特
定
の
書
き
手
が
、
私
た
ち
読
者

に
対
し
て
、
何
ら
か
の
事
象
に
つ
い
て
の
説
明
を
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な

角
度
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
ら
を
選
び
、
ど
の
よ
う
な
論
理
展
開
で
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
ば
を
用
い
て
い
る
の
か（₁₂
）」
の
こ
と
で
あ
る
と
整
理
す
る
。
国
語

科
の
学
習
で
は
、
こ
う
し
た
工
夫
を
特
に
論
証
を
中
心
に
評
価
さ
せ
る
こ
と
を

通
し
て
、「
言
葉
と
言
葉
の
関
係
」
を
捉
え
さ
せ
、
批
判
的
な
思
考
を
発
揮
さ
せ

た
い
。

　

ま
た
、
こ
こ
で
い
う
評
価
の
対
象
で
あ
る
「
筆
者
の
工
夫
」
と
は
、
読
み
手

を
意
識
し
た
工
夫
を
指
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
先
ほ
ど
述
べ
た
理
科
の
学
習
課

題
と
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
理
科
に
お
け
る
、
広
く
受
け
入
れ
ら
れ

る
論
の
構
築
の
た
め
に
は
、
国
語
科
に
お
い
て
も
、「
筆
者
の
工
夫
」
を
評
価
す

る
こ
と
に
留
ま
ら
ず
、「
筆
者
の
工
夫
」
を
踏
ま
え
て
、
自
身
の
意
見
を
表
現
さ

せ
る
と
こ
ろ
ま
で
問
題
と
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

（
四
）
諸
理
論
を
踏
ま
え
た
研
究
の
仮
説

　

以
上
、
諸
理
論
を
踏
ま
え
て
、
本
研
究
は
次
の
よ
う
な
仮
説
を
立
て
、
検
証

授
業
に
よ
っ
て
検
証
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

仮
説
Ⅰ
：
批
判
的
思
考
を
中
心
に
据
え
、
論
証
、「
評
価
読
み
」、
科
学
に
対
す

る
見
方
・
考
え
方
を
活
用
す
る
学
習
と
し
て
、
評
論
文
の
「
読
む
こ

と
」
の
学
習
と
、
理
科
の
学
習
を
位
置
づ
け
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

教
科
融
合
的
な
学
習
が
可
能
と
な
る
。

仮
説
Ⅱ
：
批
判
的
思
考
を
用
い
た
評
論
文
教
材
の
学
習
と
し
て
、
論
証
、「
評
価

読
み
」、
表
現
の
学
習
を
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
評
論
文
の
学
習

は
意
義
あ
る
も
の
に
な
る
。

　

こ
の
仮
説
に
基
づ
い
て
、
検
証
授
業
を
実
施
し
た
。
授
業
は
、
中
国
地
方
の

国
立
大
学
附
属
学
校
の
高
校
二
年
生
（
四
十
名
）
を
対
象
と
し
て
、
計
五
時
間

行
っ
た
。
使
用
し
た
評
論
文
教
材
は
、「「
文
化
」
と
し
て
の
科
学
」-

池
内
了
、

国
語
総
合
、
第
一
学
習
社（₁₃
）で
あ
る
。

　

授
業
は
次
の
よ
う
に
構
成
し
た
。

段
階
Ⅰ
：
評
論
文
を
、
論
証
の
構
造
に
関
す
る
知
識
等
を
踏
ま
え
て
読
解
す
る
。

段
階
Ⅱ
：
筆
者
の
工
夫
に
関
し
て
、
特
に
読
み
手
を
想
定
し
た
表
現
に
着
目
さ

せ
て
評
価
す
る
。

段
階
Ⅲ
：
評
論
文
の
内
容
で
も
あ
る
、
科
学
に
関
連
し
た
問
い
を
設
定
し
、
問

い
に
対
す
る
自
身
の
意
見
を
形
成
す
る
。

段
階
Ⅳ
：
形
成
し
た
自
身
の
意
見
を
、
論
証
、
読
み
手
の
想
定
、
科
学
に
対
す

る
見
方
・
考
え
方
に
留
意
し
て
記
述
さ
せ
、
自
身
の
意
見
を
説
得
的

に
示
す
。

　

授
業
の
段
階
Ⅰ
、
Ⅱ
を
高
橋
が
行
い
、
段
階
Ⅲ
に
当
た
る
箇
所
は
、
西
村
が

授
業
を
行
っ
た
。
ま
た
、
段
階
Ⅳ
の
表
現
に
関
す
る
学
習
指
導
に
関
し
て
は
、

高
橋
と
西
村
が
共
同
で
行
っ
た
。
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三　

授
業
の
実
際

（
一
）
授
業
の
概
要

　

授
業
は
、
仮
説
に
従
っ
て
次
の
よ
う
に
展
開
し
た
。

第
一
時
：
論
証
の
構
造
に
つ
い
て
学
習
し
、
評
論
文
の
論
証
の
構
造
を
捉
え
る
。

第
二
時
：
文
章
の
例
示
等
に
着
目
す
る
中
で
、
筆
者
の
読
み
手
を
想
定
し
た
工

夫
を
捉
え
、
そ
の
筆
者
の
工
夫
を
評
価
す
る
。

第
三
時
：
科
学
に
関
連
し
た
問
い
を
提
示
し
、
そ
れ
に
関
連
し
た
文
章
を
学
習

者
に
ジ
グ
ソ
ー
法
を
用
い
た
学
習
の
中
で
読
解
さ
せ
、
問
い
に
関
す

る
意
見
を
持
つ
。

第
四
時
：
第
三
時
で
持
っ
た
意
見
を
、
読
み
手
と
し
て
「
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
」
を

想
定
さ
せ
、
論
証
や
読
み
手
を
意
識
し
た
表
現
、
科
学
に
対
す
る
見

方
・
考
え
方
を
踏
ま
え
た
形
で
表
現
す
る
。

第
五
時
：
第
四
時
で
作
成
し
た
意
見
文
を
再
構
成
し
、
最
終
的
な
意
見
文
を
完

成
さ
せ
る
。

　

第
三
時
で
設
定
し
た
科
学
に
関
連
し
た
問
い
は
、「
文
化
祭
に
お
い
て
遺
伝
子

組
み
換
え
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
か
ら
作
成
さ
れ
た
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
を
販
売
す
る
か
、

そ
れ
と
も
そ
う
で
は
な
い
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
か
ら
作
成
さ
れ
た
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
を

販
売
す
る
か
」
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
関
連
し
た
文
章
は
、
西
村
が

科
学
に
関
す
る
様
々
な
文
章
を
基
に
独
自
に
作
成
し
た
一
枚
程
度
の
意
見
文
で

あ
る
。
こ
の
点
は
後
に
詳
述
す
る
。

　

以
下
で
は
、
主
に
論
証
や
読
み
の
知
識
に
つ
い
て
学
習
し
た
第
一
時
、
第
二

時
と
表
現
に
つ
い
て
学
習
し
た
第
三
時
以
降
と
に
分
け
て
授
業
の
実
際
と
仮
説

の
検
証
に
つ
い
て
記
述
す
る
。

（
二
）
読
み
の
学
習
の
実
際

　

第
一
時
、
第
二
時
で
は
論
証
の
構
造
に
関
す
る
知
識
を
習
得
し
、
評
論
文
に

お
け
る
論
証
を
捉
え
る
こ
と
、
筆
者
の
読
み
手
を
想
定
し
た
工
夫
を
捉
え
、
そ

れ
を
評
価
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
。
以
下
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
授
業
の
実
際
を

述
べ
、
そ
の
課
題
を
示
す
。

第
一
時
：
論
証
の
構
造
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
に
、
教
材
文
で
述
べ
ら
れ
る
、

「
現
代
に
お
い
て
は
科
学
の
内
実
が
変
質
し
、
技
術
と
強
く
結
び
つ
い

て
い
る
」
と
い
う
主
張
を
支
え
る
根
拠
と
論
拠
を
考
え
さ
せ
た
。
特

に
論
拠
に
着
目
し
、
論
拠
の
違
い
に
よ
っ
て
同
じ
根
拠
か
ら
異
な
る

主
張
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

第
二
時
：
文
章
の
性
質
（
新
書
）
や
筆
者
に
関
す
る
情
報
（
科
学
者
で
あ
る
）

等
を
踏
ま
え
て
、
筆
者
の
読
み
手
を
想
定
し
た
工
夫
を
検
討
さ
せ
た
。

特
に
学
習
者
は
、
文
章
中
の
例
示
が
震
災
等
時
事
的
で
読
み
手
に
分

り
や
す
い
も
の
を
選
択
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
科
学
者
で
あ
る

筆
者
が
読
み
手
で
あ
る
一
般
人
を
想
定
し
た
工
夫
を
行
っ
て
い
る
と

考
え
た
。

　

第
一
時
で
は
、
論
証
を
構
成
す
る
主
張
、
根
拠
、
論
拠
の
要
素
が
そ
れ
ぞ
れ

ど
う
い
っ
た
性
質
を
持
っ
て
い
る
か
を
確
認
し
、
学
習
者
自
身
に
論
拠
を
考
え

さ
せ
る
こ
と
を
通
し
て
論
証
に
対
す
る
理
解
を
深
め
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

第
二
時
で
は
、
主
に
例
示
に
着
目
し
て
読
み
手
を
想
定
し
た
筆
者
の
工
夫
に
迫

る
こ
と
が
出
来
た
も
の
の
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
文
章
を
吟
味
・
評
価
す
る
段
階

ま
で
は
到
ら
ず
、「
評
価
読
み
」
は
不
十
分
な
も
の
と
な
っ
た
。
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こ
う
し
た
学
習
を
踏
ま
え
て
、
表
現
の
学
習
が
行
わ
れ
た
。

（
三
）
表
現
の
学
習
の
実
際

　

第
三
時
か
ら
は
、
理
科
に
関
わ
る
資
料
を
読
ん
で
、
遺
伝
子
組
み
換
え
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
に
関
す
る
意
見
を
形
成
し
、
表
現
を
行
う
活
動
が
行
わ
れ
た
。
こ
の

際
に
用
い
ら
れ
た
資
料
は
次
に
示
し
た
四
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
末
尾
に
資
料
①

の
文
章
を
示
す
。

資
料
①
筆
者
を
科
学
者
に
設
定
し
た
意
見
文
。
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
に
対
し

て
、
暫
定
的
な
デ
ー
タ
を
用
い
て
肯
定
的
な
意
見
を
述
べ
る
。

資
料
②
筆
者
を
会
社
の
社
長
に
設
定
し
た
意
見
文
。
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
に

対
し
て
、
社
会
的
な
問
題
を
解
決
し
得
る
と
い
う
観
点
か
ら
肯
定
的
な

意
見
を
述
べ
る
。

資
料
③
筆
者
を
主
婦
に
設
定
し
た
意
見
文
。
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
に
対
し
て
、

過
去
の
科
学
に
関
す
る
問
題
を
取
り
上
げ
て
、
否
定
的
な
意
見
を
述
べ

る
。

資
料
④
筆
者
を
大
学
生
に
設
定
し
た
意
見
文
。
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
に
対
し

て
、
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
か
ら
否
定
的
な
意
見
を
述
べ
る
。

　

こ
う
し
た
資
料
を
、
ジ
グ
ソ
ー
法
を
用
い
て
読
ま
せ
、
表
現
活
動
を
行
わ
せ

た
。
各
時
間
の
概
要
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

第
三
時
：
授
業
開
始
時
で
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
の
使
用
の
是
非
に
対
す
る
意

見
を
確
認
し
、
資
料
を
無
作
為
に
配
布
し
、
同
じ
資
料
を
持
つ
学
習

者
で
グ
ル
ー
プ
活
動
を
行
っ
た
。

第
四
時
：
異
な
る
資
料
を
持
つ
学
習
者
で
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
、
グ
ル
ー
プ
内

で
意
見
を
ま
と
め
さ
せ
た
。
最
終
的
な
是
非
を
決
定
さ
せ
た
後
に
、

グ
ル
ー
プ
間
で
意
見
を
交
流
し
た
。
宿
題
と
し
て
意
見
文
の
作
成
を

課
し
た
。

第
五
時
：
作
成
し
た
意
見
文
を
基
に
、
論
証
、
読
み
手
の
想
定
、
科
学
に
対
す

る
見
方
・
考
え
方
の
視
点
か
ら
、
評
価
規
準
を
作
成
し
、
そ
れ
に

従
っ
て
、
意
見
文
を
再
構
成
さ
せ
、
完
成
さ
せ
た
。

　

第
三
時
、
第
四
時
で
は
、
理
科
の
教
師
の
助
言
も
あ
り
、
遺
伝
子
組
み
換
え

作
物
、
そ
の
背
景
に
あ
る
科
学
に
対
す
る
見
方
ま
で
、
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

第
五
時
で
は
、
展
開
さ
れ
た
意
見
を
第
一
時
、
第
二
時
で
学
ん
だ
こ
と
も
踏
ま

え
て
意
見
文
と
し
て
表
現
さ
せ
た
。
記
述
の
結
果
等
に
つ
い
て
は
、
次
に
仮
説

の
検
証
と
し
て
示
す
。

四　

仮
説
の
検
証

（
一
）
検
証
の
方
法

　

仮
説
の
検
証
は
、
主
に
第
五
時
で
最
終
的
に
学
習
者
が
記
述
し
た
意
見
文
を

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
従
っ
て
評
価
す
る
こ
と
で
行
う
。
評
価
の
観
点
は
、
諸
理
論

を
踏
ま
え
て
、
論
証
の
構
造
、
読
み
手
の
想
定
（「
評
価
読
み
」
に
関
す
る
項

目
）、
科
学
に
対
す
る
見
方
・
考
え
方
と
し
た
。

（
二
）
記
述
の
結
果

　

意
見
文
の
記
述
を
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
従
っ
て
評
価
し
た
結
果
、
末
尾
の
表
一

の
よ
う
に
分
類
で
き
た
。
全
体
で
収
集
で
き
た
の
は
二
六
例
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
数
と
割
合
を
表
中
に
示
し
た
。
こ
れ
ら
の
評
価
規
準
の
中
で
、
Ｂ
以
上
を

満
た
す
こ
と
を
授
業
で
は
目
標
と
し
、
発
展
的
な
段
階
に
Ａ
を
想
定
し
て
い
る
。
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ま
ず
、
論
証
に
関
し
て
は
、
七
七
％
の
学
習
者
が
論
証
の
構
造
に
基
づ
い
て

記
述
を
行
っ
て
お
り
、
論
証
の
記
述
に
関
し
て
は
理
解
で
き
て
い
る
と
伺
え
る
。

特
に
、
段
階
Ａ
の
記
述
を
行
っ
た
学
習
者
が
半
数
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

学
習
者
は
論
証
に
関
し
て
、
筆
者
の
想
定
以
上
に
理
解
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　

ま
た
、
読
み
手
の
想
定
に
関
し
て
言
え
ば
、
七
七
％
の
学
習
者
が
読
み
手
を

想
定
し
た
記
述
を
行
っ
て
お
り
、
読
み
手
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

た
だ
し
、
自
身
の
意
見
に
反
対
す
る
意
見
を
想
定
し
て
説
得
を
行
う
、
と
い
っ

た
高
度
な
段
階
に
到
達
し
て
い
る
も
の
は
、
三
一
％
に
留
ま
っ
て
い
る
。
従
っ

て
「
評
価
読
み
」
の
知
識
に
関
し
て
は
、
活
用
さ
れ
た
と
言
え
る
が
、
高
度
な

段
階
で
活
用
さ
れ
る
例
は
、
少
な
か
っ
た
、
と
い
え
よ
う
。

　

科
学
に
対
す
る
見
方
・
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
論
証
の
構
造
や
読
み
手
の
想

定
と
比
較
し
て
、
よ
り
多
く
の
学
習
者
が
Ｃ
段
階
に
留
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、

同
時
に
Ａ
段
階
へ
の
到
達
者
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
学
習
段
階
の

Ⅲ
に
あ
た
る
、
内
容
の
学
習
に
は
課
題
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

（
三
）
具
体
的
な
記
述
か
ら
の
考
察

　

全
体
の
分
析
に
加
え
て
、
個
別
の
学
習
者
の
記
述
を
見
る
こ
と
に
よ
り
、
課

題
に
対
す
る
学
習
者
の
批
判
的
な
思
考
が
ど
の
よ
う
に
表
れ
て
い
る
の
か
を
明

ら
か
に
す
る
。
次
に
示
し
た
学
習
者
の
記
述
は
、
す
べ
て
Ａ
評
価
を
得
た
も
の

で
あ
る
。

高
校
生
の
記
述
一

　

遺
伝
子
組
み
換
え
で
な
い
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
使
っ
た
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
を

販
売
す
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

　

科
学
的
に
、
遺
伝
子
組
み
換
え
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
栽
培
す
る
と
、
生
態

系
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
研
究
が
あ
る
。
生
態
系
に
影

響
が
出
る
と
い
う
こ
と
は
、
私
た
ち
人
間
に
も
他
の
生
物
に
と
っ
て
も
関

係
の
な
い
こ
と
で
な
く
、
生
態
系
の
乱
れ
か
ら
、
生
命
生
存
の
危
機
に
つ

な
が
っ
た
り
、
食
物
が
育
た
な
く
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
十
分
に
考
え

ら
れ
る
。

B
SE

問
題
の
よ
う
に
専
門
化
の
見
方
を
根
拠
に
し
て
も
人
体
へ
の
影
響
が

完
全
に
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
の
は
確
か
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
に
、
も
し
、
今
の
と
こ
ろ
遺
伝

子
組
み
換
え
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
人
体
に
は
無
害
だ
と
し
て
も
無
難
に
す
る

た
め
に
使
わ
な
い
。

　

文
化
祭
を
楽
し
く
す
る
た
め
に
は
、「
安
全
」
で
あ
る
こ
と
は
前
提
だ
と

思
う
し
、
安
全
の
有
無
を
持
ち
出
す
の
は
「
文
化
祭
」
と
い
う
状
況
に
適

さ
な
い
と
思
う
。

　

学
習
者
の
記
述
を
見
た
際
に
、
傍
線
部
に
、
理
科
に
関
わ
る
批
判
的
思
考
が

表
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
学
習
者
は
、
生
態
系
へ
の
影
響
と
い
う
「
社
会

性
」
の
視
点
と
専
門
家
の
見
方
に
よ
っ
て
必
ず
し
も
安
全
と
は
言
え
な
い
、
と

い
う
「
暫
定
性
」
の
二
つ
の
科
学
論
に
関
わ
る
例
を
示
し
、
説
得
を
行
お
う
と

す
る
構
造
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
踏
ま
え
て
、
波
線
部
で
、

文
化
祭
に
適
し
た
も
の
は
、
い
っ
た
い
何
で
あ
る
か
、
と
い
う
主
張
を
展
開
し
、

説
得
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
読
み
手
で
あ
る
「
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
」
に
対

し
て
理
解
を
得
ら
れ
る
主
張
を
展
開
し
て
い
る
と
理
解
で
き
る
。

　

従
っ
て
、
こ
う
し
た
学
習
者
は
、
論
証
の
構
造
、
国
語
科
の
批
判
的
読
み
で

あ
る
「
評
価
読
み
」
の
考
え
方
、
科
学
論
の
考
え
方
を
踏
ま
え
て
、
批
判
的
思

考
を
説
得
的
に
表
現
す
る
形
で
行
え
た
と
言
え
よ
う
。
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こ
う
し
た
例
と
し
て
、
次
の
例
も
挙
げ
ら
れ
る
。

高
校
生
の
記
述
二

　

私
は
、
遺
伝
子
組
み
換
え
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
か
ら
製
造
さ
れ
た
ポ
ッ
プ

コ
ー
ン
を
販
売
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
。

過
去
に
は
、
菌
に
感
染
し
た
牛
を
食
べ
て
も
人
間
に
は
影
響
は
な
い
と
さ

れ
て
き
た
こ
と
が
、
例
外
的
に
影
響
が
確
認
さ
れ
た
と
い
うB

SE

問
題
が

あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
科
学
は
人
間
の
想
像
を
超
え
た
影
響
を
あ
た

え
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
る
。

ま
た
、
文
化
祭
は
来
て
く
だ
さ
っ
た
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
場
な
の
で
、

小
さ
な
リ
ス
ク
を
負
う
こ
と
す
ら
良
く
な
い
。
よ
っ
て
遺
伝
子
組
み
換
え

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
か
ら
製
造
さ
れ
た
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
を
販
売
す
べ
き
で
は
な

い
。

　

こ
の
学
習
者
は
、
記
述
一
の
学
習
者
と
比
較
す
る
と
、
社
会
性
を
踏
ま
え
ず
、

暫
定
性
か
ら
記
述
し
て
い
る
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
記
述
一
の
学
習
者
の
内
容

に
加
え
て
、
例
示
を
踏
ま
え
な
が
ら
「
科
学
は
人
間
の
想
像
を
超
え
た
影
響
を

あ
た
え
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
る
。」
と
い
う
科
学
に
対
す
る
自
身
の
考
え
方
を

も
と
に
し
て
、
反
対
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
論
証
の
要
素
を
踏
ま
え

て
、
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
、
科
学
に
対
す
る
意
見
を
提
示
し
た
と
言
え
よ

う
。
ま
た
、
波
線
部
の
よ
う
に
、
学
習
者
は
、「
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
」
を
想
定
し
た

記
述
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

以
上
の
例
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
意
見
文
で
は
、
学
習
者
の
批
判
的
思
考

が
、
国
語
科
に
関
わ
る
読
み
手
の
想
定
、
両
科
目
に
ま
た
が
る
論
証
、
理
科
に

関
わ
る
科
学
論
の
考
え
方
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
発
揮
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
た
。

五　

研
究
の
総
括

　

以
上
、
国
語
科
と
理
科
に
お
け
る
教
科
融
合
的
な
学
習
に
関
す
る
諸
理
論
と
、

そ
れ
を
踏
ま
え
た
検
証
授
業
の
結
果
を
示
し
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
仮
説

Ⅰ
、
仮
説
Ⅱ
に
対
す
る
総
括
を
述
べ
る
。

仮
説
Ⅰ

　

仮
説
Ⅰ
に
関
し
て
は
、
お
お
む
ね
達
成
さ
れ
た
と
い
え
る
。
学
習
者
は
、
論

証
を
中
心
に
、「
評
価
読
み
」
と
科
学
論
の
考
え
方
を
組
み
合
わ
せ
て
、
批
判
的

思
考
を
働
か
せ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
国
語
科
に
お
け
る
、
筆
者
の
工

夫
は
、
理
科
に
お
け
る
説
得
に
生
か
さ
れ
、
理
科
に
お
け
る
知
識
が
、
表
現
活

動
に
生
か
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
批
判
的
思
考
を
中
心
に
据
え
た
教
科
融
合
的

な
学
習
が
達
成
さ
れ
た
と
い
え
る
。

　

翻
っ
て
、
課
題
も
見
ら
れ
る
。
今
回
の
学
習
で
は
、
前
半
部
の
国
語
と
後
半

部
の
理
科
を
つ
な
ぐ
教
材
で
あ
る
、
池
内
了
の
評
論
文
の
内
容
は
、
学
習
者
の

意
見
文
の
中
に
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
要
因
は
、
理
科
に
お
い
て
用
い
た
教

材
文
が
複
数
で
あ
り
、
情
報
が
多
か
っ
た
こ
と
や
、
池
内
了
の
評
論
文
の
内
容

と
は
、
関
連
し
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
考
え
る
。
従
っ
て
、
教
材
編
成
等
に

つ
い
て
は
再
考
の
余
地
が
あ
る
。

仮
説
Ⅱ

　

仮
説
Ⅱ
に
関
し
て
は
、
今
回
の
研
究
の
成
果
と
し
て
、
批
判
的
読
み
で
は
な

く
、
批
判
的
思
考
を
働
か
せ
る
国
語
科
の
授
業
の
在
り
方
を
提
案
で
き
た
点
が

挙
げ
ら
れ
る
。
本
来
、「
評
価
読
み
」
は
批
判
的
な
読
み
の
学
習
で
あ
り
、
表
現

ま
で
を
問
題
と
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
今
回
の
研
究
で
は
、
論
証
を
中
心
と
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し
て
批
判
的
思
考
を
働
か
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
単
な
る
読
み
に
終
わ
ら
な
い
、

思
考
の
学
習
ま
で
発
展
し
た
。
今
回
の
研
究
で
示
し
た
形
は
、「
見
方
・
考
え

方
」
や
批
判
的
思
考
の
中
で
述
べ
ら
れ
る
、「
自
身
の
考
え
を
持
つ
」
と
い
う
学

習
の
一
例
で
あ
る
。
今
後
の
研
究
に
お
い
て
は
、
今
回
の
よ
う
な
、
批
判
的
な

読
み
に
留
ま
る
の
で
は
な
く
、
批
判
的
な
思
考
ま
で
展
開
す
る
学
習
を
、
発
展

的
な
学
習
の
形
と
し
て
捉
え
、
評
論
文
の
「
読
む
こ
と
」
の
学
習
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
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文
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（
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︼
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︼
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︼
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﹄
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︱
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︱
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﹃
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﹄
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₁₂
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﹄
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₁₃
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﹄
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₁₄
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﹃
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﹄
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）
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資
料
一
：
理
科
で
用
い
た
教
材
で
あ
る
、
資
料
①
の
内
容（₁₄
）

　

遺
伝
子
組
み
換
え
技
術
は
、D

N
A

解
析
な
ど
の
科
学
的
研
究
に
よ
っ
て
生
物

の
構
造
や
機
能
の
解
明
が
進
み
、
そ
れ
を
品
種
改
良
の
効
率
化
、
近
縁
に
よ
る

交
配
の
限
界
突
破
と
い
う
課
題
の
解
決
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
た
め
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
科
学
技
術
は
、
得
体
の
知
れ
な
い

怪
し
い
も
の
で
は
な
く
、
古
来
行
わ
れ
て
き
た
品
種
改
良
の
延
長
線
上
に
あ
り

ま
す
。
品
種
改
良
と
い
う
の
は
、
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
有
用
な
突
然
変
異
が
起

き
る
の
を
辛
抱
強
く
待
っ
て
、
そ
れ
を
人
間
が
拾
い
上
げ
て
い
く
と
い
う
も
の

で
す
。
し
か
し
、
結
局
は
作
物
の
遺
伝
的
な
形
質
を
変
え
て
い
く
作
業
に
違
い

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で
は
、
品
種
改
良
は
受
動
的
で
は
あ
る
も
の
の
、

遺
伝
子
組
み
換
え
と
本
質
的
に
は
あ
ま
り
違
わ
な
い
こ
と
を
や
っ
て
き
た
に
過

ぎ
な
い
の
で
す
。

　

消
費
者
の
皆
さ
ん
が
害
虫
抵
抗
性
の
作
物
に
つ
い
て
ま
ず
気
に
な
る
の
は
、

「
そ
ん
な
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
遺
伝
子
を
組
み
込
ん
だ
植
物
を
食
べ
て
本
当
に
大

丈
夫
な
の
か
」、「
昆
虫
に
対
し
て
毒
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
人
間
に
対
し
て

も
毒
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
心

配
に
は
生
物
学
が
答
え
て
く
れ
ま
す
。
昆
虫
の
ア
ル
カ
リ
性
の
消
化
液
で
はB

t

タ
ン
パ
ク
質
は
う
ま
く
分
解
で
き
ず
、
消
化
不
良
を
起
こ
し
て
餓
死
し
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
人
間
や
哺
乳
類
は
胃
液
も
酸
性
で
あ
り
、
消
化
の
仕
組
み
が

全
く
違
う
の
で
、B
t

タ
ン
パ
ク
質
も
問
題
な
く
ア
ミ
ノ
酸
に
分
解
で
き
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
人
間
の
口
に
入
っ
て
もB

t

タ
ン
パ
ク
質
は
、
た
だ
普
通
の
タ
ン

パ
ク
質
と
し
て
消
化
さ
れ
て
栄
養
に
な
る
だ
け
で
す
。
つ
ま
り
、
人
間
を
は
じ

め
と
す
る
哺
乳
類
に
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資料二：表一「生徒の意見文の評価」

論証の構造 読み手の想像 科学に対する見方

Ａ 主張を導くための信頼
性の高い根拠や、広く
共有されている論拠が
記述されており、主張
に十分な説得力がある。

具体例を効果的に用いる、与
えられた意見文を要約するな
どして、自分の意見に反対す
る人や様々な意見を持つ人を
説得することを想定して、自
分の意見を記述している。

複数の科学に対する見
方に基づいて、自分の
意見を記述している。

13（50％） 8（31％） 6（23％）

Ｂ 主張を導くための根拠、
論拠が適度に記述され
ており、主張に一定の
説得力がある。

具体例を効果的に用いるなど、
与えられた意見文を要約する
などして、読み手を想定して、
自分の意見を記述している。

一つの科学に対する見
方（暫定性または社会
性）に基づいて、自分
の意見記述している。

7（27％） 12（46％） 11（42％）

Ｃ 主張が記述されている
が、主張を導く根拠や
論拠が不足しており、
主張の説得力に欠けて
いる。

専門的な用語を用い、その解
説等がない、根拠等を羅列的
に示す、といった記述であり
読み手を想定した記述とは言
えない。

科学に対する見方が文
章中に示されていない。

6（23％） 6（23％） 9（35％）




